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第478回機振協セミナー
静岡県事例に学ぶ！
中小企業のためのロボット導入セミナー
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(1) 株式会社 Japan IT Produce（2018年6月～）
・デジタル化などによる利益増大

(2) ふじのくにロボット技術アドバイザー（2019年6月～）
・浜松ロボット産業創成研究会アドバイザー

(3) 個人事業
・静岡県よろず支援拠点コーディネーター(2019年4月～) 
・静岡市現場改善支援事業IoTアドバイザー
・静岡県IoT導入診断アドバイザー

IT、IoT、AI、ロボットの導入支援、IT人材の育成
人手不足への対応、生産性向上

製造業社長のデジタル化を推進する参謀として

自己紹介
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「日本のものづくり産業を復活させる」



3

本日のセミナー内容
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４

５
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中小企業の課題とロボット導入の必要性

静岡県内のロボット導入事例紹介

静岡県方式：ロボット導入の手順

ロボットを導入する際の課題とその解決策

最新ロボット技術と中小企業への応用
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日本の人手不足は深刻な状況にある（すべての業種でマイナス）

人手過剰

人手不足

出典：第176回 中小企業景況調査（中小機構）

人手不足の状況（産業別従業員過不足DI）
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人手不足の状況

リクルートワークス研究所のシミュレーションによれば、日本では、
2040年に約1,100万人の労働力が不足すると推計されている

2040年の労働供給シミュレーション 労働供給ー労働需要

1,100万人

労働需要

6,868万人

労働供給

5,768万人
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少子高齢化による人口減少

出生数は第２次ベビーブーム時の約35%

出典：厚生労働省 人口動態統計Copyright (c) 2024 Japan IT produce all rights reserved 
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総実労働時間の推移
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一般労働者・パートの労働時間も減少している

出典：労働時間制度の現状等について（令和4年8月 厚生労働省）
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同一労働・同一賃金による費用負担増大の恐れ

同一労働同一賃金の導入で、

人件費等が相応に増加する恐れがある

待遇差が大きい非正規社員の賞与が能力の度合いに応じて引き上げられると仮定すると、
経済全体の人件費は約8兆円（総人件費の2.9％）増加するとの計算になる。 
（公益社団法人 日本経済研究センターの試算）
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中小製造業が生き残るために重要なこと
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企業の労働生産性向上は「待ったなし」の状況！
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食品製造業の労働生産性および労働装備率
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食品製造業の労働生産性は、他の製造業と比べて低く、その差は大きい
食品製造業の労働装備率が他の製造業と比べて低いことからも、自動化・
省人化が遅れていることがわかる。

出典：農林水産省における食品業の生産性向上に向けた取組（令和6年9月）
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ロボット導入による効果
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企業がロボットを導入することで、人手不足の解消はもとより、

経営・事業全体に大きな効果をもたらす。
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本日のセミナー内容
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中小企業の課題とロボット導入の必要性

静岡県内のロボット導入事例紹介

静岡県方式：ロボット導入の手順

ロボットを導入する際の課題とその解決策

最新ロボット技術と中小企業への応用
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静岡県の中小企業ロボット導入促進事業について
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中小企業ロボット導入促進事業
『中小企業の製造現場へのロボット導入を促進し、労働生産性
の向上を図るため、ロボットアドバイザーを配置するとともに、
ロボットシステムインテグレータを育成』

⇒ 2019年6月 ふじのくにロボット技術アドバイザーを設置

■概要
中小企業の生産現場を巡回訪問し、ロボット導入に関する相談や
提案、ロボットシステムインテグレータへの橋渡しを行う

■業務内容
(1)県内中小企業の製造現場への巡回訪問に関する業務
(2)ロボット導入に関する相談や提案に関する業務
(3)ロボットシステムインテグレータとの連絡調整に関する業務
(4)その他、（1）～（3）に必要な情報収集に関する業務等



事例１．レトルトパウチ食品製造のトレー整列、取出し自動化

14

静岡県内のロボット導入事例
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次の問題があり、深刻な危機感を抱えていた
・設備の老朽化
頻繁なトラブルでライン停止が多発
・トレー移動の負担
手作業で作業者の負担が大きかった
・手直しの多発
人が設備に張り付いて対応が必要だった

Before

人の作業を最小限に抑えた自動設備を構築
・トラブル解消
新設備でライン停止がほぼゼロに
・作業者の負担軽減
トレー移動を自動化、作業者の負担を削減
・データ可視化
生産データを活用し、効率と生産性が向上

After



事例２．パイプ端末加工・洗浄・外観検査の自動化
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人手不足に加え、次の問題が存在していた
・手作業依存
負担が大きく、生産効率が低い
・品質ばらつき
手作業により、品質の精度が安定しない
・効率限界
生産スピードを上げることが困難

Before

協働ロボットを2台使い、システムを自社構築
・作業の自動化
端末加工・洗浄・外観検査を自動化
・品質向上
精密動作で安定した仕上がりを実現
・人材育成
ロボットティーチングが可能な人材を育成

After

静岡県内のロボット導入事例
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熟練工による手吹き塗装で課題があった
・人材不足と高齢化
職人が高齢化しているが人材確保が難しい
・生産性の限界
作業効率に伸び悩みが見られた
・品質のばらつき
塗装品質の安定化が課題

Before

手吹き塗装を完全再現するロボットを導入
・生産性向上
生産性が1.5倍以上に向上
・品質の安定化
塗装の不良率がほぼゼロに
・データ活用
条件、工程データを再利用することが可能に

After

事例３．熟練工の手吹き塗装技術をロボットで完全再現

静岡県内のロボット導入事例

1台目は職人が塗装 動作プログラム作成(2～3分)  2台目以降はロボットが動作を再現
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ふじのくにロボット技術アドバイザーの活動

Copyright (c) 2024 Japan IT produce all rights reserved 

支援実績（長谷川のみ）

面談企業数 ロボットSIerに繋いだ件数

2019年度 40社 7件

2020年度 35社 9件

2021年度 50社 6件

2022年度 32社 6件

2023年度 44社 6件

合計（延べ数）

面談企業数 201社、ロボットSIerに繋いだ件数：34件
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ロボット導入に関する補助金
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作業自動化機器導入実証事業補助金（静岡県）

事業概要・目的
県内企業の作業自動化機器導入は、コストと費用対効果の判断が課題です。本補助事業は、
中小企業向けの導入シミュレーション費用を補助し、作業自動化と人手不足解消を促進します。

補助の対象となる経費
内容：作業自動化機器導入実証事業にかかる以下の費用
ア 生産技術コンサルティング：現状分析、改善提案
イ 自動化企画構想：生産工程の分析及び産業用ロボット導入の検討、リスクアセスメント
ウ 要素技術検証：設計シミュレーション、実現可能性試験
エ 仕様書作成：納入仕様書やユーザーテスト仕様書の作成
オ 自動化機器の借用費：自動化機器のレンタルや自動化に必要な周辺機器のレンタル
カ AI導入検証：作業自動化機器の導入に必要なAIの試験的使用料
  （AIの使用料のみは除く）

補助率
補助対象経費の2分の1に相当する額以内、1件あたり50万円を上限とします。

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/kigyoshien/1025729.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/kigyoshien/1025729.html
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・記事 『浜松商工会議所 会報誌NEWing 2022年
11月号』
浜松会議所を会場とした協働ロボット展示会「ハマロボ
展」開催に伴い、会報誌で協働ロボットの特集記事が
組まれた。ロボット導入の必要性などについての取材に
回答。

・静岡新聞掲載
ふじのくにロボット技術アドバイザーとして複数回取材を
受ける。記事の内容は、静岡県内企業におけるロボッ
ト導入支援の状況と産業用ロボットによる中小企業の
付加価値向上。

また、経済しずおか欄に掲載されている「キーパーソン
最前線」などの特集記事に取り上げられた。

(表紙・タイトル未定)

デジタル化事例

ロボット技術アドバイザーの活動
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本日のセミナー内容
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中小企業の課題とロボット導入の必要性

静岡県内のロボット導入事例紹介

静岡県方式：ロボット導入の手順

ロボットを導入する際の課題とその解決策

最新ロボット技術と中小企業への応用
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ロボットシステム導入までのプロセス

Copyright (c) 2024 Japan IT produce all rights reserved 

ロボットシステム導入の構造

合意形成が重要

引用：ロボットシステムインテグレータのスキル読本
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ロボットシステム導入までのプロセス

合意形成すべき事項

<ユーザー企業>
・ロボットは何でもできると
思っている（知識不足）

・システム屋の言っている
ことが理解できない

<ロボットSIer>
・FA業界の常識(慣習)の中で
業務を遂行

・やってみないとわからない
という事案もある

ギャップ

引用：ロボットシステムインテグレータのスキル読本
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ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）

経営上の課題を解決したい

STEP1. 課題を解決する対象工程を決定

STEP2. システム企画原案の作成

STEP3. システム要件の定義

STEP4. RFP(提案依頼書)の作成

STEP5. ロボットSIerの選定

契約締結

ふじのくに
ロボット技術アドバイザー

依頼企業のプロジェクトに
参画し、契約締結までの５つ
のSTEPについて、伴走支援
を行う（無償）
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ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）

経営上の課題を解決したい

STEP1. 課題を解決する対象工程を決定

STEP2. システム企画原案の作成

STEP3. システム要件の定義

STEP4. RFP(提案依頼書)の作成

STEP5. ロボットSIerの選定

契約締結

依頼は主に２パターン

(1)自動化対象工程を既に
  決定した上での依頼

(2)自動化について、どこ
から着手すべきか未定

⇒・課題をヒアリング
・現場視察
・業務分析
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ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）

【業務分析】
まずは対象とする業務の現状を把握

業務フローチャート 製品別・工程別工数表
（SIPOCを意識）   （各作業負荷を把握）
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ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）

現場視察、業務分析の結果

⇒投資効率を考慮し、効果の高い工程の自動化を検討

＜補足＞
※ロボットシステム導入よりも優先すべきテーマ見つかるケースあり
・５Ｓ活動導入の提案
・業務プロセス改善（BPR）提案
・ＩＥ提案
・ＩＴシステム導入提案
(MES、ERPなど)
・原価管理の提案
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ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）

経営上の課題を解決したい

STEP1. 課題を解決する対象工程を決定

STEP2. システム企画原案の作成

STEP3. システム要件の定義

STEP4. RFP(提案依頼書)の作成

STEP5. ロボットSIerの選定

契約締結

自動化に関する企画を整理

・目的
・期待する効果
・予算
・体制（社内組織）

目的に沿った解決策を検討
費用対効果が期待できるか
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ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）

システム企画原案作成 参考資料

ロボット活用ナビ 導入企業向け資料ダウンロード

http://robo-navi.com/webroot/doc_download.html
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ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）

経営上の課題を解決したい

STEP1. 課題を解決する対象工程を決定

STEP2. システム企画原案の作成

STEP3. システム要件の定義

STEP4. RFP(提案依頼書)の作成

STEP5. ロボットSIerの選定

契約締結

対象システム要件を整理し、定義
する（標準化）

・対象作業
・対象ワーク、種類
・生産数量
・タクトタイム
・品種替えの頻度・内容
・期待する効果
・課題、問題点
・QC工程表、作業手順書、
チャート

・品質管理項目
（検査仕様書など）
・データの活用
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ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）

経営上の課題を解決したい

STEP1. 課題を解決する対象工程を決定

STEP2. システム企画原案の作成

STEP3. システム要件の定義

STEP4. RFP(提案依頼書)の作成

STEP5. ロボットSIerの選定

契約締結

RFPは８つの視点で作成

１．目的（もくてき）
２．体制（たいせい）
３．工程（こうてい）
４．環境（かんきょう）
５．安全（あんぜん）
６．保守（ほしゅ）
７．予算（よさん）
８．時期（じき）

・上記依頼内容をまとめ、
社内稟議を通す
・提案依頼用としてだけでなく、
  社内の情報共有にも活用
・動画の活用も検討
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ロボットシステム導入までのプロセス

Request For Proposal（提案依頼書）
✓ システムの導入や何らかの業務を委託する際に、ベンダー企業(販売会社)に
「○○したいので最適な提案を下さい」と依頼するための文書のこと

ユーザー企業 ロボットSIer

RFP

RFPとは、何を・いくらで・いつまでに手に入れたいか、などを記載した書類
予め要望や背景を伝えることで、ロボットSIerからの提案の質が向上し、

開発途中や開発完了後の認識齟齬の発生を抑制する

こんな方法
があります！

こんなものが
欲しい！
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経営上の課題を解決したい

STEP1. 課題を解決する対象工程を決定

STEP2. システム企画原案の作成

STEP3. システム要件の定義

STEP4. RFP(提案依頼書)の作成

STEP5. ロボットSIerの選定

契約締結

＜ロボットSIer＞
・構想設計
・周辺機器見積り
・設計、製造工数見積り
・FS、実証実験提案
・システム提案書作成、提出

＜ユーザー企業＞
・システム提案書受領
・依頼内容を満たしているか
を確認
・ロボットSIer選定
・FS、実証実験実施

・ロボットSIer紹介、マッチング
・ロボットSIer選定支援
・FS(可能性検証)に関する提案等

ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）
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ロボットシステム導入までのプロセス（5つのステップ）

経営上の課題を解決したい

STEP1. 課題を解決する対象工程を決定

STEP2. システム企画原案の作成

STEP3. システム要件の定義

STEP4. RFP(提案依頼書)の作成

STEP5. ロボットSIerの選定

契約締結

現状把握（業務フロー図、工数表）

システムの知識習得、目的の明確化

現場の作業内容を標準化

要求仕様の文書化、社内の情報共有

必要に応じて事前検証

支援内容
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本日のセミナー内容

１
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中小企業の課題とロボット導入の必要性

静岡県内のロボット導入事例紹介

静岡県方式：ロボット導入の手順

ロボットを導入する際の課題とその解決策

最新ロボット技術と中小企業への応用
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中小企業にロボット導入を進める上での課題
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36出典：2023年度FA・ロボットシステムインテグレータ協会定点観測アンケート結果（速報）

ロボットSIerの現状

Copyright (c) 2024 Japan IT produce all rights reserved 
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中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き

出典：中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き
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中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き

出典：中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き
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中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き
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中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き

https://www.jarsia.jp/checklist/

https://www.jarsia.jp/checklist/
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中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き

出典：中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き
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中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き

出典：中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き
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中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き

出典：中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き
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中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き

出典：中小企業支援機関のためのロボット導入支援の手引き
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本日のセミナー内容

１

２

３

４

５

Copyright (c) 2024 Japan IT produce all rights reserved 

中小企業の課題とロボット導入の必要性

静岡県内のロボット導入事例紹介

静岡県方式：ロボット導入の手順

ロボットを導入する際の課題とその解決策

最新ロボット技術と中小企業への応用
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ヒューマノイドロボットの進化
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Figure 02
（Figure AI）

Apollo
（Apptronik）

Optimus Gen 2
(Tesla）

4NE-1
（Neuro Robotics）

Astrobot S1
（Stardust Intelligence）

Atlas
（Boston Dynamics）

Neo
（1X Technologies）

GR2
（Fourier Intelligence）



47

ヒューマノイドロボットの進化
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TechShare株式会社は、Unitree Robotics社の
ヒューマノイドロボット「Unitree G1」の日本国内向け
予約販売を2024年6月3日より開始した。

Unitree G1は、昨年発表されたUnitree H1の進化
版であり、5つのモデルが提供される。2次開発が可能
なモデルも含まれ、2025年1月以降に国内出荷が予
定されている。

Unitree、ヒューマノイド型ロボット「Unitree G1」を発表　お手頃？価格の約250万円 _ Ledge.ai - Google Chrome 2024-10-02 20-18-58.mp4


・人間のような自然な動作や対話が可能に
・高度なデータ分析、模倣学習によりロボットの動作精度が向上

・仮想空間でのシミュレーションを活用し、効率的にロボットを学習・最適化
・模倣学習を組み合わせ、作業者の動作を再現し、さらに精度を向上
・実際の現場での試行錯誤を減らし、導入コスト削減

・介護、医療、教育、接客業で活躍
・製造業でも大きな役割
・デジタルツインと強化学習で生産ラインをシミュレーションし、効率化
・労働力不足の解消、生産性向上に貢献

・日常生活や産業構造が大きく変革
・生活の質向上と同時に、製造業の効率化・品質向上が進む

AI技術の進化

デジタルツインと模倣学習

活用分野

社会への影響
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ヒューマノイドロボットの進化と社会への影響
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ヒューマノイドは人間に似た動作と柔軟性を持ち、食品製造業における仕分けや梱包な
どの繰り返し作業を代替できる。特に人手不足が深刻な中小企業では、労働力を補い
ながら生産性を向上させる鍵となる。

食品製造における高精度な作業が可能なヒューマノイドは、異物混入の検出やパッケー
ジングの精度向上に寄与する。これにより、製品品質を安定させつつ、顧客満足度の向
上が期待できる。

衛生管理や重労働が求められる食品製造業で、ヒューマノイドの導入は従業員の負担
軽減につながる。これにより、職場環境が改善され、人材確保や定着率向上にも貢献
する。

労働力不足の解消と作業効率化

品質向上と安全性の確保

労働環境の改善と職場の魅力向上

49

ヒューマノイド技術の中小企業への影響
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ご清聴、ありがとうございました。

ご不明点、お問合せは以下までお願い申し上げます。

ふじのくにロボット技術アドバイザー
静岡県工業技術研究所 浜松工業技術支援センター
MAIL: fujinokuni-robot@shizuoka-pref.jp

Copyright (c) 2024 Japan IT produce all rights reserved 

mailto:fujinokuni-robot@shizuoka-pref.jp
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